
平成™›年˜™月œ日 水曜日 (号外第™�š号)官 報
「
四
、
六
二
二
時
間
」
を
「
四
、
六
三
六
時
間
」
に
改
め
、
同
表
第
七
十
号
中
「
当
該
助
成
の
額
の
合
計
額
又
は
当
該

算
定
し
た
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を
当
該
市
町
村
の
助
成
の
額
で
按
分
し
て
得
た
額
」
を
「
当
該
市
町
村
の
助
成
の

額
又
は
当
該
算
定
し
た
額
を
当
該
市
町
村
の
助
成
の
額
で
按
分
し
て
得
た
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
」
に
改
め
、
同
号

一
中
「
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お
け
る
」
及
び「
同
日
現
在
に
お
い
て
休
診
し
て
い
る
診
療
所
の
病
床
及
び
」

を
削
り
、「
の
数
」
の
下
に
「
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
数
」
を
加
え
、「
一
、
二
三
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、
二

六
三
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
八
二
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
八
四
二
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
号
二
中
「
専
用
病
床
」
の

下
に
「
の
数
」
を
加
え
、「
病
床
の
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お
け
る
」
を
削
り
、
同
表
第
七
十
三
号
中
「
平
成

二
十
二
年
度
」
を
「
平
成
二
十
三
年
度
」
に
、「
十
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
十
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
、「
九
十
二
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
七
十
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
、
同
表
第
八
十
一
号
算
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

算
式Ａ
－
Ｂ
×
X
＋
Ｃ

第
三
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
第
八
十
一
号
中
「4¶

7
5
0円

」
を
「4¶

7
8
0円

」
に
改
め
、
同
号
算
式
の
符
号
X

の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ｃ
複
数
の
簡
易
水
道
事
業
が
統
合
し
て
設
置
さ
れ
た
上
水
道
事
業
又
は
簡
易
水
道
事
業
が
統
合
さ
れ
た
上
水
道

事
業
に
つ
い
て
統
合
前
の
簡
易
水
道
事
業
の
建
設
改
良
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
平
成
2
3年
度

以
降
に
発
行
に
つ
い
て
同
意
又
は
許
可
を
得
た
地
方
債
の
当
該
年
度
に
お
け
る
元
利
償
還
金
の
財
源
に
充
て
る

た
め
当
該
年
度
中
に
一
般
会
計
か
ら
上
水
道
事
業
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
た
額
（
当
該
元
利
償
還
金
の
う
ち
特

別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に

0•
5を
乗
じ
て
得
た
額
の
範
囲

内
に
限
る
。）に

0•
4
5を
乗
じ
て
得
た
額

第
三
条
第
一
項
第
三
号
ロ
の
表
第
三
号
中
「
八
、
三
六
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
八
、
六
五
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
三

五
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
四
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
一
、
〇
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
九
九
〇
、〇
〇
〇
円
」に
、「
一

二
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
三
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
第
五
号
中
「
〇
・
〇
七
〇
」
を
「
〇
・
〇
五
九
」
に

改
め
、
同
表
第
八
号
中
「9

6¶
0
0
0円

」
を
「7

4¶
0
0
0円

」
に
、「5

9¶
0
0
0円

」
を
「3

3¶
0
0
0円

」
に
、「2

0¶
0
0
0円

」
を

「2
3¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
同
表
第
九
号
中
「2

4•
0円

」
を
「2

2•
8円

」
に
、「7

4
6•
2円

」
を
「7

5
6•
0円

」
に
改
め
、
同
表

第
十
三
号
中
「2¶

3
0
1¶
0
0
0円

」
を
「2¶

4
2
8¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
同
表
第
十
七
号
中
「
テ
レ
ビ
等
難
視
聴
」
を
「
ラ
ジ
オ

難
聴
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
中
「
五
、
〇
三
〇
円
」
を
「
四
、
九
七
五
円
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「3

7¶
0
0
0円

」

を
「3

8¶
0
0
0円

」
に
、「4

5¶
0
0
0円

」
を
「4

9¶
0
0
0円

」
に
、「3
8¶
0
0
0円

」
を
「4

0¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中

「
一
、
四
五
五
円
」
を
「
一
、
五
六
四
円
」
に
改
め
、
同
項
第
十
三
号
中
「
二
十
九
万
円
」
を「
三
十
三
万
円
」に
、「
四

十
万
円
」
を
「
五
十
二
万
円
」
に
、「
五
十
七
万
円
」
を
「
七
十
七
万
円
」
に
、「
七
十
四
万
円
」
を「
百
二
万
円
」に
、「
四

十
五
万
円
」
を
「
五
十
六
万
円
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七

地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
又
は
一
部
を
適
用
し
て
い
る
事
業
で
、
前
々
年
度
に
お
い
て
経
常
収
益
の
経
常
費

用
に
対
す
る
不
足
額
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
経
常
収
支
の
不
足
額
」
と
い
う
。）を
生
じ
て
い
る
も
の
又
は
前

年
度
に
お
い
て
前
事
業
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
欠
損
金
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
繰
越
欠
損
金
」
と
い
う
。）が

あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
当
該
経
常
収
支
の
不
足
額
又
は
当
該
繰
越
欠
損
金
の
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
地
方
公
営
企

業
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
要
す
る
経
費
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
額
（
当
該
経
費
の
う
ち
特
別
交
付

税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
に
限

る
。）に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
財
政
力
指
数
が
〇
・
八
以
上
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
〇
・
二
を
、
〇
・
六

以
上
〇
・
八
未
満
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
〇
・
四
を
、
〇
・
五
以
上
〇
・
六
未
満
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
〇
・
八

を
、
〇
・
五
未
満
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
一
・
〇
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額

附
則
第
九
条
第
一
項
第
七
号
中
「
平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
」に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
八
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
十
三
号
中
「
平
成
二
十
三
年
十
月
三

十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
十
四
号
中
「
平
成
二

十
三
年
十
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
十
五

号
中
「
平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、「
ま
で
に
」
の
下
に
「
、
特

定
県
以
外
の
道
府
県
に
つ
い
て
、」を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
十
六
号
中
「
平
成
二
十
三
年
十
月
三

十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、「
ま
で
に
」の
下
に「
、
特
定
県
以
外
の
道
府
県
に
つ
い
て
、」

を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
十
七
号
中
「
平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
四
年
十

月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
十
八
号
中
「
平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
」
を
「
平

成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、「
〇
・
七
」
の
下
に「（
国
の
補
助
金
又
は
交
付
金
を
受
け
て
施
行
す
る
事
業
に

係
る
額
に
あ
つ
て
は
〇
・
八
）」を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号
）
附
則
第
三
条
の
二
の
規
定
に

基
づ
き
特
別
負
担
金
と
し
て
納
付
し
た
額
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣

が
調
査
し
た
額

附
則
第
九
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
」
に
改
め
、「
第
十
号
」
の
下
に
「
、
第
十
三

号
」
を
加
え
る
。

附
則
第
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
口
蹄
疫
対
策
特
別
措
置
法
」
の
下
に「（
平
成

二
十
二
年
法
律
第
四
十
四
号
）」を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四

項
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
」
及
び
「
ま
で
の
間
」
を
削
り
、「
次
の
各

号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
」
を
「
口
蹄
疫
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業

振
興
機
構
に
設
置
さ
れ
た
基
金
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
実
施
す
る
畜
産
再
生
事
業
等
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交

付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
」
に
改
め
、
同
項

各
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中「
平
成
二
十
三
年
度
」

を
「
平
成
二
十
四
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二

十
四
年
度
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「4

4¶
0
0
0円

」
を
「4

7¶
0
0
0円

」
に
、「1

8¶
0
0
0円

」
を
「1

9¶
0
0
0円

」
に
、

「3
8¶
0
0
0円

」
を
「4

0¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
五
、
五
八
二
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
、
五
九
九
、
〇
〇

〇
円
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
一
、
三
三
三
円
」
を
「
一
、
四
三
三
円
」
に
改
め
、同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
六

地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
又
は
一
部
を
適
用
し
て
い
る
事
業
で
、
前
々
年
度
に
お
い
て
経
常
収
益
の
経
常
費

用
に
対
す
る
不
足
額
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
経
常
収
支
の
不
足
額
」
と
い
う
。）を
生
じ
て
い
る
も
の
又
は
前

年
度
に
お
い
て
前
事
業
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
欠
損
金
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
繰
越
欠
損
金
」
と
い
う
。）が

あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
当
該
経
常
収
支
の
不
足
額
又
は
当
該
繰
越
欠
損
金
の
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
地
方
公
営
企

業
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
要
す
る
経
費
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
額
（
当
該
経
費
の
う
ち
特
別
交
付

税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
に
限

る
。）に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
財
政
力
指
数
が
〇
・
八
以
上
の
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
〇
・
五
を
、
〇
・

六
以
上
〇
・
八
未
満
の
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
〇
・
七
を
、
〇
・
五
以
上
〇
・
六
未
満
の
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は

〇
・
九
を
、
〇
・
五
未
満
の
指
定
都
市
並
び
に
指
定
都
市
以
外
の
市
及
び
町
村
に
あ
つ
て
は
一
・
〇
を
そ
れ
ぞ
れ

乗
じ
て
得
た
額

附
則
第
五
条
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
病
院
（
」
の
下
に
「
平
成
二
十
一
年
度
に
お
い
て
」
を
加

え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
」
に
改
め
、
同
項
第

五
号
中
「
五
一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
六
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条

第
七
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
す

る
。附

則
第
九
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
」
に
改
め
、
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
削

り
、
同
項
第
六
号
中
「
平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、「
東
日
本
大

震
災
」
の
下
に「（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年

法
律
第
四
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
東
日
本
大
震
災
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加

え
、「
特
定
県
」
を
「
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体（
法
第
二
条
第
二
項
の
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
を
い
う
。以
下
同
じ
。）

で
あ
る
県
（
以
下
「
特
定
県
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、「
か
ら
第
一
回
特
例
省
令
第
一
条
第
一
号
ハ
及
び
第
二
回
特
例
省

令
第
一
条
第
一
号
ニ
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
と
す

る
。）」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
に
対
処

す
る
た
め
の
避
難
住
民
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
及
び
住
所
移
転
者
に
係
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三

年
法
律
第
九
十
八
号
。
以
下
「
原
発
避
難
者
特
例
法
」
と
い
う
。）第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
避
難
先
団
体
が

処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
に
要
し
た
経
費
の
う
ち
、
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
道
府
県
が
負

担
す
る
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

›


		2012-12-04T14:46:55+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




